
第165回 汽水域懇談会

日時：2025年 2月27日(木) 17：00–18：00

安原盛明

香港は人口700万人を超える世界有数の
大都市であり，アジアの大河川の1つPearl
Riverのエスチュアリー域に位置する．香港
が現在のような巨大都市になる以前の自
然環境・生態系はどのようなものだったの
であろうか？このような問いに答える1つの
手段が歴史生態学である．
本講演では，19世紀にイギリス人によっ

て行われた香港貝形虫の調査・報告と
我々のグループが行った最近の21世紀の
調査データを比較し，当時と現在の貝形虫
相，ひいては海洋環境・生態系が大きく異
なっていた可能性を議論する．19世紀の論
文においては，現在非常に卓越する汚染
や富栄養化に耐性のある種が報告されて
おらず，現在では多産しない熱帯系の種
が多く報告されている． 19世紀の香港は
現在より健全なより自然に近い海洋環境
で，水温が現在より高かった可能性が高い．
香港の海洋環境は1980年代以降急激に
悪化したと言われており．現在の水温は南
シナ海からの湧昇により比較的低くなって
いる可能性がある．今後は化石記録などと
照らし合わせてさらに検証していく必要が
ある．時間に余裕があれば，我々のその
他の最近の成果についても紹介できれば
と思っています．

お問い合わせ：島根大学 研究・学術情報本部 エスチュアリー研究センター
   瀬戸 浩二 e-mail  seto@soc.shiman-u.ac.jp

場所： ハイブリッド開催
（エスチュアリー研究センター2階セミナー室 と zoom を使用）

参加希望者は以下に登録をお願いします。
https://www.leaf2.shimane-u.ac.jp/enquete/no/kisui165
（2/25正午締切）

香港大学 生物科學學院

【講演概要】

香港の歴史生態学
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